
令和６年度戸沢学園ネットワークアセスメント業務に係る公募型プロポーザル審査要領 

 

令和６年度戸沢学園ネットワークアセスメント業務に係る公募型プロポーザル審査は、

企画提案書等を下記のとおり審査・評価するものとする。 

 

１．審査の対象事業者 

審査の対象事業者は次の条件をすべて満たすこと。 

（１）令和６年度戸沢学園ネットワークアセスメント業務に係る公募型プロポーザル実

施要領（以下「実施要領」という。）に基づく参加資格を有すること。 

（２）提案書と併せて提出する見積書の額が、実施要領「３．事業の概要（６）」以内で

あること。 

 

２．審査の項目・配点 

以下の表のとおりとする。 

審 査 項 目 配 点 

（１）提案書・実施方針に基づく審査 30 点 

（２）実施体制及びスケジュールに基づく審査 30 点 

（３）プレゼンテーション審査 15 点 

（４）業務実績による審査   15 点 

（５）見積書による審査 10 点 

合 計 100 点 

 

詳細は別紙１「公募型プロポーザル審査評価表」のとおり 

 

３．審査員 

提案書の審査員は、副村長、総務課長、共育課長、戸沢学園関係者とし、審査委員長に

は副村長を充てる。 

 

４．審査手順 

（１）事業者から提出された企画提案書は、事務局（共育課学校教育係）において、Ａか

ら順にアルファベットを付し、提案者名を伏せることで公平性の確保を図る。 

（２）事務局は、審査会委員に対し事前に、審査の視点や手順について説明を行う。 



（３）事務局は、審査会の開催前において、事業者から提出があった見積書等に基づき、

審査項目５について審査・採点し、その評価内容をあらかじめ別紙１「公募型プロポー

ザル審査評価表」に転記しておくものとする。 

（４）委員は、それぞれの事業者のヒアリングの間及び１事業者のプレゼンテーション、

ヒアリング終了の都度、審査項目１から４について審査・採点し、別紙１「公募型プロ

ポーザル審査評価表」により評価を行う。 

（５）委員は、全事業者のヒアリング終了後、再度、全事業者の評価を確認し、評価の確

認終了後、作成した審査評価表を事務局に提出する。 

（６）事務局は、各委員から提出された審査評価表の結果を、別紙２「公募型プロポーザ

ル審査評価表集計表」に集計し、審査委員長に報告する。 

 

５．審査方法 

「２．審査の項目・配点」による審査で最高得点を挙げた事業者を受託候補者として選

定とし、次に高得点を挙げた事業者を次点とする。 

なお、同得点の場合は、見積書における見積額（税込）の低い方を上位とする。 

（１）提案書に基づく審査・実施体制及びスケジュールに基づく審査 

審査員は、各審査基準に対して評価点を付し、その合計点を合計評価点とする｡各審

査員の合計評価点の平均が、審査対象事業者の企画提案書における評価点とする｡ 

（２）プレゼンテーション審査 

審査の内容はプレゼンテーション（20 分）及び質疑応答（10 分以内）とする。審査

員は、各審査基準に対して評価点を付し、その合計点を合計評価点とする。各審査員

の合計評価点の平均が、審査対象事業者のプレゼンテーション審査における評価点と

する｡ 

（３）業務実績による審査 

審査員は、過去の業務実績に対して評価点を付し、その合計点を合計評価点とする｡

各審査員の合計評価点の平均が、審査対象事業者の業務実績における評価点とする｡ 

（４）見積書による審査 

経費見積書に関する評価点については、下記の価格審査計算式から算出する。また、

小数点以下は第 1 位を四捨五入して算出する。なお、この評価点は一律に算出するも

のとし、各審査員は算出された同じ評価点を用いるものとする。 

【価格審査計算式】 

配点×全体の最低提案額÷当該提案額＝価格評価点（小数点以下第１位四捨五入） 

 



 

６．採点基準 

下表により採点する。 

採点基準 配点 15 点 

優れている 15 点 

やや優れている 12 点 

標準 ９点 

やや劣っている ６点 

劣っている ３点 

 


